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「手稿」本文の最初のページです。
ほとんどのページに共通することですが、文章は間の絵を飛ばして続きます。

このページの l(um)とℓ(ta)の区別は、今の所困難です。

したがって正確な翻訳は難しいでしょう。ここはいくつかの別訳ができます。
二つの植物について書かれています。

qaakb aabsand daum daumfaatb aaar gaar azi
クアアクブ(花名)は全ての土が家である。
家では太るが荒れ地や削られた土地でも(生育)可能である。

bfttb aaar dardaaab saada umqdasb daqdasar aadasb
新しくない国の荒れ地では高さが小さいのが全て(殆ど)である。
幾らか小さく乾いて成長し縮まった蕾は成長する。

sdaqab qdaqab bab sqbattb fab qdafaadasb saum
摘み取って振るい、水が少ない様に振るい桶に入れる。
隠れた多くの種も薬と水で十分成長し蕾になる。

sdaum aadaqtda sair sazi kdaaatb aadaqdasb
拡げると自立的な種でなくても日光で集められる。
しっかりした幾らかの種は自立的に成長する。
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pdafdab badaum sair padaaum sar atb fdasb dafda and badabadab
プダフダブ(花名)は家に沿った日向の道端に小さな芽がある。
蕾が加わるととても成長し、湿っぽくなると決まった桶に入れる。

aadaqb aadaum fadaum badata daqaum sdata aatb aadasda umdaum aab fab
他の地域の幾らかの塊で良い塊は、塊によっては黒い芽となる。
拡げて加え放置し、小さい色々な塊には全て薬をやる。

nada daumaadattk aatdaum sdata fatb bqdaum sdata sdatada bqdaum sdaum aadasb
種が無い塊は他の方法で、塊を加えたり拡げたりすると良い。
古い塊は次々と拡げ小さくし、古い塊も拡げると幾らか成長する。

daqdatabadata qdaum qtaab aadaum qb aadaum fadaum aadasb aadaum sand
暗い時期の何か月かは小屋で小さくして置くのが全てで、幾らかの塊には水をやる。
幾らかの塊は良い塊で幾らか成長させ、幾らかの塊には土をやる。

badar daqaum adaum sdaum qb sar badata saardar dafaada sar badasb
成長すると黒い塊になり、幾らかの塊は拡げて水をやると蕾になる。
一時期、幾らかの土で十分小さな蕾でも変化する。

fdadar aadafaatb saum aadasb k aadasb pdata aadasar
遠方の土地で幾らか十分な国では芽ができて、
後に成長し風の時期には幾らか土から出入りする。

このページの一番下に大変小さな文字で一行何か書かれているようですが、
全く判別できません。


